
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
3 0
年

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
3 0
年
が
経

ち
ま
し
た
。
こ
の
3 0
年
の
間
、
毎
年
の

よ
う
に
大
規
模
な
自
然
災
害
が
日
本
各

地
を
襲
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
生
か
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
三
木
市
は
国

や
県
の
防
災
施
設
を
有
し
て
お
り
、
防

災
庁
の
誘
致
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
「
防
災
」
を
市
が
誇
る
地
域
資
源
と

位
置
づ
け
、「
防
災
の
ま
ち
三
木
」
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
成
果

　
昨
年
1
月
に
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
が
算
出
し
た
三
木
市
の

2
0
4
0
年
の
予
測
人
口
が
2
0
1
9

年
の
推
計
よ
り
も
約
4
，
0
0
0
人
増

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
4
月
に
人

口
戦
略
会
議
が
公
表
し
た「
消
滅
可
能

性
」
分
析
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
、
三
木

市
は
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」か
ら
脱
却

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
子
育

て
支
援
や
教
育
、
福
祉
な
ど
の
施
策
の

成
果
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
団
地
再
生

事
業
や
「
道
の
駅
よ
か
わ
」の
開
駅
な
ど

の
施
策
が
実
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。

社
会
情
勢
へ
の
対
応

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
低
所
得
者
の

生
活
支
援
や
学
校
給
食
費
の
負
担
軽

減
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
へ

の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
省
エ
ネ
家
電

買
い
替
え
促
進
や
ご
み
の
減
量
化
、
公

共
施
設
の
L
E
D
化
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
は
、
昨
年
度
に
新
た
な

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
や
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
市
立
公
民
館
の
W
i
‐

F
i

環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
ス
マ
ホ
教
室
を
実
施
す
る

な
ど
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

2
0
2
5
大
阪
・
関
西
万
博

大
阪
・
関
西
万
博
は
三
木
市
を
P
R

す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
万
博
会
場
で

は
三
木
金
物
の
シ
ン
ボ
ル
「
金
物
鷲
」
と

福
井
県
越
前
市
の
「
昇
龍
」を
共
同
展
示

し
、
三
木
金
物
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
フ
ラ
ン

ス
と
の
交
流
事
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
の
た

め
、
県
や
事
業
者
と
連
携
し
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー

を
展
開
す
る
な
ど
、
万
博
を
契
機
に
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

地
域
医
療
の
重
要
性

北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
地
域

の
急
性
期
医
療
を
担
う
重
要
な
病
院
で

す
。
看
護
師
不
足
に
よ
り
令
和
5
年
に

2
病
棟
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

看
護
師
の
確
保
と
育
成
に
努
め
ら
れ
、

令
和
6
年
3
月
に
1
病
棟
を
再
開
し
た

も
の
の
、
入
院
収
入
が
十
分
に
確
保
で

き
な
い
中
で
の
支
出
増
加
に
よ
り
赤
字

が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
安
定
し
た

運
営
の
た
め
、
病
院
に
は
経
営
改
善
を

進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
と
し

て
も
必
要
な
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
は
「
今
」
必
要
な
施
策
に
責
任
を

持
ち
、「
未
来
」
を
見
据
え
た
取
組
を
進

め
ま
す
。
教
育
の
充
実
、
三
木
ブ
ラ
ン

ド
の
向
上
、
地
域
の
活
性
化
、
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
推
進
し
、
将
来
に

向
け
た
基
盤
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、「
今
」
を
生
き
る
者
の

責
任
と
し
て
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
や「
防
災
の
ま
ち
三
木
」
と

し
て
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
未
来
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
、
第
一
に
教
育
の
ま
ち
を
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
優
れ
た
地
域
資
源
（
三

木
ブ
ラ
ン
ド
）
の
魅
力
向
上
、
地
域
の
活

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組
を
進
め
ま

す
。

令
和
7
年
度
予
算
の
規
模

令
和
７
年
度
当
初
予
算
は
、一
般
会
計
が

4
1
0
億
円
、特
別
会
計
が
1
8
5
億
6
，

4
0
0
万
円
で
す
。
一
般
会
計
は
、
し
尿

処
理
施
設
の
改
修
や
小
・
中
・
特
別
支
援
学

校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
な
ど
の
費

用
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
1 9
億
5
，

0
0
0
万
円
（
5
.
0
％
）
増
加
し
、
過
去

最
大
で
す
。

●

4
〜
7
ペ
ー
ジ
で
「
令
和
7
年
度
の
主

な
事
業
」
を
紹
介
し
ま
す
。

問  ・・ (市)企画政策課　 ・・ (市)財政課

誇り を持っ て暮ら せるまち三木

～「 今」を生きる責任、「 未来」へのメ ッ セージ～

▲ 施政方針の全文

はこ ちら

3 2広 報 み き 2 0 2 5 .4

一般会計の歳出（ 4 1 0 億円） 一般会計の歳入（ 4 1 0 億円）

扶助費
8 4 億円

（ 保育・ 児童手当
・ 生活保護・ 障がい
福祉など）

市税
1 1 5 億円

（ 市民税・ 固定
　 資産税など）

国・ 県から の
補助金
9 6 億円

地方交付税・
地方消費税交付金
など
9 5 億円

市債(借入金)
3 9 億円

人件費
7 1 億円

物件費
6 7 億円

（ 委託料・ 消耗品・
光熱水費・ 賃料など）

補助費等
4 8 億円

（ 各種団体への
 助成金など）

公債費
4 8 億円

（ 借金の返済）

繰出費　 3 6 億円
（ 医療保険や介護保険
などの運営）

投資的経費　 4 1 億円
（ 道路や学校などの整備）

その他
1 5 億円

その他
3 2 億円

（ 公共施設の使用料など）

貯金の取り 崩し
2 8 億円

ゴルフ 場利用税
交付金　 5 億円

予算の内訳（ 一般会計）

区分

令和7年度

当初予算

（ A）

令和6 年度

当初予算

（ B）

対前年度比

増減額（ C）

（ A－B）

増減率

（ C/B）

一般会計 4 1 0億円 3 9 0 億5 ,0 0 0 万円 1 9億5 ,0 0 0 万円 5 .0 %

特
別
会
計

国民健康保険 8 0 億6 ,3 0 0万円 8 2 億9 ,9 0 0 万円 △2 億3 ,6 0 0 万円 △2 .8 %

介護保険 8 3 億5 ,7 0 0万円 7 8 億4 ,7 0 0 万円 5 億1 ,0 0 0 万円 6 .5 %

後期高齢者医療事業 1 8 億1 ,9 0 0万円 1 7 億2 ,3 0 0 万円 9 ,6 0 0 万円 5 .6 %

学校給食事業 3 億2 ,5 0 0万円 3 億円 2 ,5 0 0 万円 8 .3 %

誇り を持っ て暮ら せるまち三木

                  令和7 年度

施政方針と 予算の概要予算の概要

三木市役所・ 〒6 7 3 －0 4 9 2  上の丸町1 0 -3 0・ ☎8 2 －2 0 0 0 　 吉川支所・ 〒6 7 3 －1 1 9 2  吉川町大沢4 1 2・ ☎7 2 －0 1 8 0 　【 開庁時間】平日午前8 時3 0 分～午後5 時

施
政
方
針

施
政
方
針

「
今
」
を
生
き
る
責
任
、「
未
来
」
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

予
算
の
概
要

予
算
の
概
要

　 2 月2 1 日に第3 8 5 回三木市議会定例会を 開催し 、仲田一彦市長が令和7年度施政方針を　 2 月2 1 日に第3 8 5 回三木市議会定例会を 開催し 、仲田一彦市長が令和7年度施政方針を

発表し まし た。 その中から 重要な取組などについて紹介し ます。発表し まし た。 その中から 重要な取組などについて紹介し ます。

特 集
S P E C I A L
F E A T U R E 1



5 広 報 み き 2 0 2 5 .4

令和７ 年度の主な事業

教育のまちの推進

　「 我が子の教育は三木市で受けさ せたい」と 思っ ても ら える魅力ある学校づく り や教育環境

の充実など教育のまちの推進に取り 組みます。

タ ブレッ ト 端末を更新

学校体育館の空調設備を整備

【 ゴルフ 】 ゴルフ を核にし たまちづく り

の推進

学校給食費の支援

部活動の地域ク ラ ブ活動への展開

【 酒米 山田錦】 「 道の駅よかわ」の開駅など

・ 令和元・ 2 年度に整備し た市内小・ 中・ 特別支援

  学校の児童生徒のタ ブレッ ト 端末を更新

・ タ ブレッ ト 端末を活用し 、児童生徒の学びをさ

  ら に支援し 、主体性・ 協働性・ 創造力を育成

【 3 億2 ,5 9 2万円】

・ 生徒の熱中症予防や災害時における避難所と 　

  し ての環境向上を目的に中学校の体育館に空

  調設備を整備

・ 令和7 年度は三木中学校をモデル校と し 、効率

  的で効果的な整備内容を 検討　 　   【 6 0 0万円】

・  全国高等学校・ 中学校ゴ ルフ 選手権春季大

会、スナッ グゴルフ 対抗戦JG TO カ ッ プ全国

大会を開催

・ 日本プロゴルフ 協会などと 連携し たジュ ニ

  ア育成

・ ゴルフ ク ラ ブ創設に向けた連携

【 7 ,3 8 8 万円】

保護者の家計負担を 軽減する ため、市内の小・

中・ 特別支援学校の学校給食において、令和6 年

4 月に改定し た給食費を 上回る食材費高騰分を

市が負担 

【 3 ,0 1 8 万円】

・ 令和9 年度中に学校部活動を終了し 地域ク ラ ブ活動へ展開するために、コ ー

  ディ ネータ ーを配置

・ 児童・ 生徒・ 保護者に向けて説明会や体験会などを実施

・ 先行事業と し てゴルフ ク ラ ブがスタ ート

【 4 4 5 万円】

・  「 道の駅よ かわ」開駅によ る 山田錦の魅力発信

の強化　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・  持続可能な農業・ 農村地域の形成を 図る ため、

「 三木市地域おこ し 協力隊」を配置  【 3 0 0万円】

4三木市役所・ 〒6 7 3 －0 4 9 2  上の丸町1 0 -3 0・ ☎8 2 －2 0 0 0 　 吉川支所・ 〒6 7 3 －1 1 9 2  吉川町大沢4 1 2・ ☎7 2 －0 1 8 0 　【 開庁時間】平日午前8 時3 0 分～午後5 時

特 集
S P E C I A L
F E A T U R E 1

【 三木金物】 万博における三木金物などのPR

・  2 0 2 5 大阪・ 関西万博において福井県越前市（ 昇

龍）と の共同出展により 金物鷲を展示

【 5 3 0 万円】

・ 20 2 5 大阪・ 関西万博会場での出展や市内への

  誘客により 三木金物など市の地域資源をPR　  

【 4 1 9 万円】

【 防災】「 防災のまち三木」とし て災害へ

の対応力の強化

・ 大規模災害の発生に備え、自走式水洗ト イ レ

  カ ーを整備　 　 　 　 　 　 　 　 　   【 2 ,5 0 0 万円】

・ 災害時協力井戸の登録を推進　       【 5 5 万円】

・ 水難救助隊発足に向けて救助隊員を養成

【 5 2 6 万円】

地域資源（ 三木ブラ ンド ）の魅力向上

　「 三木金物」「 酒米山田錦」「 ゴルフ 」に加え、「 防災」と いう 三木市の優れた地域資源の魅力

向上により 、地域の活性化を図り ます。

不登校対策のさ ら なる充実

【 拡充】

・ 不登校対策指導員を全中学校に1 名ずつ、小学

  校（ 2 校）にも １ 名配置し 、計7 名から 11 名に増

  員

【 継続】

・ 児童生徒の家庭を訪問支援する不登校対策指

  導員を学校教育課に2 名配置　

・ 学校外での安心でき る居場所づく り のため、教

  育センタ ーにみっ き ぃ ルーム指導員を2 名配置

 【 3 ,4 9 5万円】

　 令和7 年度は「 教育のまち の推進」、「 地域資源（ 三木ブラ ン ド ）の魅力向上」、「 地域の活力向

上」、「 安全・ 安心なまちづく り 」を進めると と も に、「 持続可能な行政運営」を行っ ていき ます。



7 広 報 み き 2 0 2 5 .4

地域の活力向上

人が集い、誰も がいつまでも 元気で暮ら せるまちづく り を進め、まちの活力を向上さ せます。

団地再生事業　 ～青山7 丁目団地再耕プロジェ ク ト ～

若者世代への支援 デマンド 型交通の運行エリ ア拡大

全国的な戸建住宅団地が抱える 高齢化や空き 家などのさ まざま

な課題を 解決する ため、先進技術などを 活用し 、将来にわたり ま

ちの活力を 保ち続ける仕組みづく り をめざす「 団地再生事業 ～青

山7 丁目団地再耕プ ロ ジェ ク ト ～」を 推進し 、民間事業者と 連携

し 、交流拠点施設を整備

【 20 億8 ,0 0 0 万円（ 令和17 年度までの運営費を含む全体事業費）】

(複数事業者から の企業版ふるさ と 納税制度による1 0億円を 超え

る寄附を活用)

人口減少や高齢化の進展による労働力の確保と

いっ た課題を 解決する ため、若者が本市で働き

やすい取組を進めます。

①中小企業の職場環境改善を支援　【 300万円】

②中小企業の若手人材確保を支援　【 118万円】

③新規就農者の確保、育成を支援　 　  【 99万円】

令和3年度に吉川地区で運行を開始し たデマンド

型交通「 チョ イ ソ コ みき 」を、三木南地区、別所地

区、志染地区の３ 地区に拡大　 　 　   【 3 ,3 4 6 万円】

6三木市役所・ 〒6 7 3 －0 4 9 2  上の丸町1 0 -3 0・ ☎8 2 －2 0 0 0 　 吉川支所・ 〒6 7 3 －1 1 9 2  吉川町大沢4 1 2・ ☎7 2 －0 1 8 0 　【 開庁時間】平日午前8 時3 0 分～午後5 時

特 集
S P E C I A L
F E A T U R E 1

ひょ う ご情報公園都市の整備を推進

「 ひょ う ご情報公園都市第2 期」において、企業

立地の促進や雇用の確保など 地域創生に取り

組むため、県と 共同で公民連携（ 県・ 市・ 民間事

業者）によ る 新たな産業団地の整備に向けた検

討を推進　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　【 事業費： ０ 】

地域活力の維持・ 向上をめざし た

土地利用を推進

・ 社会経済情勢の変化や市を取り 巻く さ まざま

  な課題に対応するため、市全体の土地利用方

  針である都市計画マスタ ープラ ンの見直し

・ 市街化調整区域で地域の意向に即し た弾力的

  かつ柔軟な土地利用を図るため、土地利用基

  本計画の見直し 　 　 　 　 　 　 　

　 　【 1,6 0 0 万円（ 令和8年度までの全体事業費）】

イ メ ージ

4 月から 市の組織を一部変更し まし た

交通安全対策3 カ 年重点プロジェ ク ト を

推進

防犯カ メ ラ の設置、更新を推進

・ 令和7 ～9 年度の3 年を重点期間と し て、交

  差点や通学路などにおける防護柵設置などの

  安全な通行環境を整備

・ 交通安全教育を拡充（ 高校生、外国人などを対

  象に追加）　【 7 ,2 5 9 万円】

・ 令和6 ～8 年度の3か年で進めている防犯カ メ

  ラ の設置（ 合計6 0 台設置）を推進

・ 自治会などへの防犯カ メ ラ の設置に対する補

  助を拡充し 、新設だけでなく 更新も 補助対象に

  追加                                        【 9 0 0万円】

安全・ 安心なまちづく り

切れ目のない妊娠から 出産・ 子育て支援の充実　

こ ども サポート センタ ーにおける伴走型の相談支援に加え、妊婦健診費や1 か

月児健診費の助成額の増額など、出産・ 子育て支援を充実

・ 一般不妊治療費助成の所得制限を 撤廃

・ 妊婦健診費の助成額を増額：（ 上限）1 0 5 ,0 0 0 円→1 2 0 ,0 0 0円

・ 1 か月児健診費の助成額を増額：（ 上限）4 ,0 0 0 円→6 ,0 0 0 円　  【 5 ,8 9 7 万円】

　 子育てし やすい環境づく り などに取り 組み、市民が安全で、安心し て暮ら せるまちづく り を進めます。

　 皆さ んにと っ て分かり やすい窓口と するよう 、以下のと おり 健康福祉部の組織改編を行いまし た。

なお、5 月に各窓口の移転を行う 予定です。 詳細は広報みき 5 月号でお知ら せし ます。

●課の新設

・「 健康福祉部 高齢福祉課」

　（ 主な業務）　 高齢者の生き がいづく り 、介護予防・ フ レイ ル予防、介護に関する総合相談、認知症

　 　 　 　 　 　 　 施策などの各種事業

・「 市民生活部 保険年金課」

　（ 主な業務）　 国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療、国民年金の各種業務

●4 月から の窓口の移転・ 課の変更

・「 こ ども 福祉課（ こ ども サポート センタ ー） 母子保健係 (旧課名： 健康増進課 母子保健係)」

  （ 窓口）　 総合保健福祉センタ ー　 ⇒　 児童センタ ー

  （ 主な業務）　 母子健康手帳、妊婦健診助成券などの交付や償還払いの手続き 、育児相談など

・ 障害福祉課　 ⇒　「 障がい福祉課」　 　 ・ 子育て支援課　 ⇒ 「 こ ども 福祉課」

【 新規】

【 名称変更】

【 4 月1 日から 】

【 4 月1 4 日から 】

・「 高齢福祉課 地域包括支援センタ ー (旧課名： 介護保険課 地域包括支援センタ ー)」

  （ 窓口）　 市役所3 階　 ⇒　 総合保健福祉センタ ー

  （ 主な業務）　 介護や認知症に関する相談など


